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【手続補正書】
【提出日】平成30年7月6日(2018.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技者にとって有利な有利遊技状態に移行可能な遊技機であって、
　複数種類の有利遊技状態から移行される有利遊技状態の種類を選択する有利遊技状態選
択手段と、
　識別情報の変動表示をした後識別情報の表示結果を導出表示する変動表示手段と、
　前記有利遊技状態選択手段により選択された前記有利遊技状態の種類に対応する第１の
値と、前記有利遊技状態が選択されたときの遊技状態に対応する第２の値とに基づいて特
定演算をする特定演算手段と、
　前記特定演算手段による前記特定演算の演算結果を記憶する演算結果記憶手段と、
　前記演算結果記憶手段により記憶された演算結果に応じて、所定の設定をする設定手段
とを備え、
　前記変動表示手段は、前記有利遊技状態に移行するときに、前記複数種類の有利遊技状
態の種類に応じた表示結果を導出表示することを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
（Ａ）上記目的を達成するため本発明に係る遊技機は、遊技者にとって有利な有利遊技状
態に移行可能な遊技機であって、複数種類の有利遊技状態から移行される有利遊技状態の
種類を選択する有利遊技状態選択手段と、識別情報の変動表示をした後識別情報の表示結
果を導出表示する変動表示手段と、前記有利遊技状態選択手段により選択された前記有利
遊技状態の種類に対応する第１の値と、前記有利遊技状態が選択されたときの遊技状態に
対応する第２の値とに基づいて特定演算をする特定演算手段と、前記特定演算手段による
前記特定演算の演算結果を記憶する演算結果記憶手段と、前記演算結果記憶手段により記
憶された演算結果に応じて、所定の設定をする設定手段とを備え、前記変動表示手段は、
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前記有利遊技状態に移行するときに、前記複数種類の有利遊技状態の種類に応じた表示結
果を導出表示することを特徴とする。
（１）遊技者にとって有利な有利遊技状態（大当り遊技状態等)に移行可能な遊技機（パ
チンコ遊技機１等)であって、
複数種類の有利遊技状態（確変大当りＡ～Ｃ、非確変大当りＡ～Ｃ、突確大当り等）から
移行される有利遊技状態の種類を選択する有利遊技状態選択手段（遊技制御用マイクロコ
ンピュータ１００、図３１のＳ１５４等）と、
前記有利遊技状態選択手段により選択された前記有利遊技状態の種類に対応する第１の値
（図８の評価値ｘ等）と、前記有利遊技状態が選択されたときの遊技状態に対応する第２
の値（図８の評価値ｙ等）とに基づいて特定演算（ｘ＋ｙという特定演算等）をする特定
演算手段（遊技制御用マイクロコンピュータ１００、図３１のＳ１５５ｃ等）と、
前記特定演算手段による前記特定演算の演算結果を記憶する演算結果記憶手段（遊技制御
用マイクロコンピュータ１００、図３１のＳ１５５ｄ、ＲＡＭ１０２等）と、
前記演算結果記憶手段により記憶された演算結果に応じて、所定の設定（図９の大当り開
始演出時間、図１０の大当り終了演出時間、図１１の時短制御有無および時短継続時間、
図１２の変動パターン等）をする設定手段（遊技制御用マイクロコンピュータ１００、図
３２のＳ１６２，Ｓ１７０，Ｓ１７３、図３３のＳ１８６ａ，Ｓ１８７、図３４のＳ２０
２，Ｓ２０３、図３４のＳ２０９，Ｓ２１２等）とを備えた。
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